
授 業 実 践

図１ 情報理数科のカリキュラム

１ はじめに

本校は，柏西高校と柏北高校が統合し，平成１９

年４月に新たに開校した学校である。統合前の両

校はそれぞれ普通科の学校であったが，柏の葉高

校開校と同時に普通科に加えて「情報に関する学

科」が新設されることになった。理工系・情報系

大学進学と次世代の情報力の育成を目標とし，そ

の名称は「情報理数科」と決定した。

ここでは，情報理数科のカリキュラムを紹介す

るとともに，１年目の情報科目での授業内容や，

学科の取組について報告する。

２ 情報理数科について

本校の情報理数科は，地域社会を担う創造性豊

かな社会人としての素養をもった「情報化社会に

主体的に対応できる日本人の育成」を基本理念と

し，大学で専門性の高い学問を学び，社会で活躍

するために必要な学力と，次世代の情報力（自ら

学び自ら考える力，課題発見力，課題解決力，コ

ミュニケーション力，論理的思考力，情報分析力，

情報活用力等）の２つの力を身に付けさせること

を目標としている。

教育活動の指導目標値として，

・理工系・情報系大学進学１００％をめざす

・課外補習・補講を年間３００時間程度実施する

・大学との連携授業を年間１００時間以上実施する

を掲げ，勉強合宿，早朝補習，大学教授等による

特別講義等，学科の目標を達成するために，学力

向上支援，大学・企業・地域との連携，情報力の実

践を３つの柱として様々な取組を行っている。

３ 情報理数科のカリキュラム

本学科は，専門教育を主とする学科であるが，

カリキュラム開発にあたっては，大学進学に重点

を置いた。その理由として，専門性の高いスペシ

ャリストを育てるためには，高等学校３年間と大

学４年間を見通しつつ，高等学校段階でどのよう

な教育を行うべきかを考えて生徒を指導していく

ことが必要であると考えたからである。

そのため，大学で専門性の高い学問を学ぶため

に必要な学力をきちんと確保した上で，次世代の

情報力を身に付け，スペシャリストの卵を育てる

ための「学力＋その素養」を養う教育を実現する

ためのカリキュラム開発を行った。

４ 専門教科「情報」の授業実践

情報理数科は，設置から２年目であるため，専

門教科「情報」の科目で１年をとおして実施した

ものは第１学年の「情報産業と社会」，「情報と表

現」，「情報数理�」の３科目である（「情報数理
�」は学校設定科目）。ここでは，その中から「情

進学を意識した柏の葉高等学校情報理数科のカリキュラム
―高校・大学の７年間を見通した人材育成―

千葉県立柏の葉高等学校教諭 滑川 敬章
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前半８時間 後半８時間

ハードウェアの基礎 １・２班 ３・４班

ソフトウェアの基礎 ３班 ４班 １班 ２班

ネットワークの基礎 ４班 ３班 ２班 １班

表３ １学期の少人数授業の割り当て

（2）「情報産業と社会」（２単位）

主な学習内容

第１学期

・ハードウェアの基礎

コンピュータ組立実習

・ソフトウェアの基礎

OS，ファイル，アプリケーション利用

・ネットワークの基礎（１）

LAN，インターネットの基礎

第２学期

・ネットワークの基礎（２）

ネットワーク設定の理論と実習

・情報理数科祭準備

発表準備

・レポート作成（１）

「情報産業と社会」に関するレポート作成

第３学期

・レポート作成（２）

２学期からの継続

・学科内発表会

・研究発表会の発表準備

図２ パソコン組立実習の様子

報産業と社会」，「情報と表現」の２つの科目につ

いて，授業の概要を紹介する。

（1）授業実施上の工夫

「情報産業と社会」は４名，「情報と表現」は

３名の教員で担当し，ティーム・ティーチングや

少人数の班に分けたゼミ形式の授業等を行った。

特に「情報産業と社会」は，第１学期に１０名ずつ

４つの班に分け，それらを３グループに分けて実

施した（表３）。

また，時間割上「情報産業と社会」を水曜６

限・金曜５限に，「情報と表現」を月曜７限・水

曜７限・金曜６限にすることで，外部講師を招い

た特別授業等では６・７限連続で実施できるよう

にした。

この授業では，基本的な知識を身に付けさせる

とともに，本当に身に付いた力として使えるよう

に体験をとおして学ぶことを重視した。また，レ

ポート作成の過程をとおして，調べる・考える・

まとめる，といった力を身に付けられるように配

慮した。

以下，授業の一部について簡単に紹介する。

＜ハードウェアの基礎＞

２０名の生徒を４名ずつに分けてコンピュータの

組立実習を行った。コンピュータの基本的な動作

原理，ディジタルの意味等の解説を行うととも

に，組立からOSのインストールまでの過程で発

生するトラブルに対処することで，体験をとおし

て問題解決の過程を学習できるようにした。ま

た，様々な部品の生産国を知り，英文マニュアル

を読むことをとおして，英語の重要性，現代の社

会状況等にも気付かせるよう配慮した。

＜ソフトウェアの基礎＞

１０名の少人数でゼミ形式授業を実施した。OS

の操作方法，ファイル管理の方法等を，実習をと

おして学習させた。資料を配付し，生徒一人一人

に担当箇所を割り当てて予習させ，担当生徒に他

の生徒へ説明させた。

＜ネットワークの基礎＞

１０名の少人数でゼミ形式授業を実施した。自宅

のネットワーク環境を調べて発表させ，普段使っ

ているコンピュータが，物理的・ソフト的にどの

ようにネットワークに繋がっているのかがわかる

ことを目標に授業を実施した。

プレゼンテーション作成

生徒による発表会の企画・準備・運営
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（3）「情報と表現」（３単位）

主な学習内容

第１学期

・情報発信の基礎知識

メディアの種類と特性

学科Webサイトの利用 （グループウェア）

・文書による表現技法

文書表現，レポートの書き方

・グラフ・図解による表現技法

表計算ソフトの基本，統計グラフの作成

・バリアフリーマップの作成（１）

情報と福祉，情報収集，GISの利用

第２学期

・バリアフリーマップの作成（２）

調査項目検討，調査用紙作成，調査班及び

担当エリア決定

プレゼンテーション演習

・情報理数科祭準備

色彩とデザイン，プレゼンテーション技法

・情報理数科祭準備

発表練習

・バリアフリーマップの作成（３）

実地調査，データ整理

第３学期

・バリアフリーマップの作成（４）

収集データの整理・加工，GISによるマッ

プ作成，Web化と公開

・研究発表会の発表準備

プレゼンテーション作成

生徒による発表会の企画・準備・運営

この授業では，ソフトウェアの活用や表現技法

を扱うだけでなく，情報を表現・発信する際に必

要となる言語力の育成を目指した取組を行った。

以下，授業の一部について簡単に紹介する。

＜プレゼンテーション演習＞

１０月下旬の「情報理数科祭」（後述）に向け，

プレゼンテーションに関する授業を行った。発表

内容は，これまでに生徒が学科の行事等で取り組

んできたものの中から選択させ，１１のグループに

分けた。指導の過程で，次のような大学や企業の

講師による特別授業（大学・企業連携授業）を実

施し，より完成度の高いプレゼンテーションが行

えるための一助とした。

・「表現と色彩」（江戸川大学総合福祉専門学校）

・「表現とデザイン」（城西国際大学）

・「プレゼンテーション技術」（アップルジャパン）

５ 教育効果を高める様々な取組

（1）大学研究室見学

情報系大学での研究の様子，研究成果等を見学

することによって，主体的に自己の進路を選択・

決定するための力や職業観を身に付けさせること

を目的に，東京情報大学を見学訪問した。見学を

とおして，生徒は徐々に大学で何を学びたいかを

考えていけるようになってきた。

（2）補習指導の実施

大学で専門的なことを学ぶためにも，数学・英

語といった基礎となる科目の力が不可欠なことは，

多くの大学の先生方からも指摘される点である。

そこで，学習習慣の定着と基礎学力の確立を図る

ため，情報理数科の生徒全員に対して朝７時３０分

から数学・英語の朝補習を１年間実施した。また，

数学・英語の夏季補習にも全員を参加させ，１学

期の復習を中心に，基礎力の向上を目指した。

（3）宿泊研修の実施

ア 春季宿泊研修

４月に近隣のさわやかちば県民プラザで，学科

の一員としての一体感の形成，コンピュータ・リ

テラシーの習得，グループ・ワークの実践を目的に

実施した。主なプログラムは次のとおりである。

�情報理数科オリエンテーション
�進路指導主事講話
�学習の進め方（数学・英語）
�コミュニケーション・ワークショップ（千葉
大学教授の特別授業）

�班別課題学習（クレイアニメ作成）・発表会
クレイアニメは，限られた時間の中で互いに工

夫・協力しながら，立派な作品を完成させていた。

イ 夏季宿泊研修（勉強合宿）

８月下旬の３日間，さわやかちば県民プラザで

学習方法の習得と家庭学習の確立をねらいとして

実施した。主な実施内容は次のとおりである。
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図４ 情報理数科祭の様子

図５ 生徒が作成したパンフレット

図６ 情報理数科研究発表会の様子

�勉強の仕方と進路に関するガイダンス
（ベネッセに講師を依頼）

�コミュニケーション・ワークショップ
（千葉大学教授の特別授業）

�国・数・英の集中講義及びまとめテスト
進路に関するガイダンスは，進路を見据えたこ

れからの学習を考える上で大いに役立ったと考え

られる。また，意欲の高い生徒にとっては学習意

欲を高める意味でも効果があった。

（4）情報理数科祭の実施

１０月下旬，情報理数科の教育内容や取組につい

て生徒発表を中心として公開した。生徒のプレゼ

ンテーションに関する学習機会とするとともに，

中学生への情報理数科の理解促進を図り，志望校

選択の機会とすることを目的に実施した。

総合説明の後，生徒が「情報と表現」の授業で

グループ毎に作成したポスターの前で，情報理数

科に入学してから学んできたことについて発表

し，それを来校した中学生に評価してもらった。

（5）情報理数科研究発表会の開催

２月に学科の探究型教育の１年間の集大成とし

て研究発表会を開催した。情報の専門科目の学習

成果について，生徒が企画・運営して発表や展示

を行って生徒の学習機会とするとともに，生徒の

保護者，中学生，地域住民への情報理数科の理解

促進を図ることを目的とした。当日は多くの来賓

を迎え，講評をいただいた。主なプログラムは次

のとおりである。

�開会式
�生徒発表
・柏の葉地域バリアフリーマップ作成

・統計グラフコンクール報告

・IPA情報セキュリティ標語 受賞報告

・プログラミング講座成果発表

・研究レポート発表

�全体講評
�閉会式

６ おわりに

学習指導要領改訂の中で，自分の考えを文章や

言葉で表現する「言語力」の重要性や，表現力や

思考力の重要性が指摘されている。また，基礎的

基本的な知識・技能（習得型の教育）と，自ら学

び考える力（探究型の教育）を総合的に育成する

ことが必要であると言われている。実際に専門教

科「情報」の授業の中で課題解決力や論理的思考

力が必要となる場面では，それらの力と学力の相

関を感じる場面が多くあり，情報理数科の目指す

教育の重要性を感じている。

今後も大学・研究機関，地域等との連携を大切

にしながら，柏の葉高校・情報理数科の教育を形

成していきたい。

20



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /All
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (None)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (Japan Color 2001 Coated)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.3
  /CompressObjects /Off
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.1000
  /ColorConversionStrategy /sRGB
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 524288
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo false
  /PreserveFlatness false
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Preserve
  /UCRandBGInfo /Remove
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages false
  /ColorImageMinResolution 150
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 150
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.00000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.76
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.76
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 15
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 15
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages false
  /GrayImageMinResolution 150
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 150
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.00000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.76
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.76
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 15
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 15
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages false
  /MonoImageMinResolution 300
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.00000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects true
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName (http://www.color.org)
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<
    /ENU ()
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AllowImageBreaks true
      /AllowTableBreaks true
      /ExpandPage false
      /HonorBaseURL true
      /HonorRolloverEffect false
      /IgnoreHTMLPageBreaks false
      /IncludeHeaderFooter false
      /MarginOffset [
        0
        0
        0
        0
      ]
      /MetadataAuthor ()
      /MetadataKeywords ()
      /MetadataSubject ()
      /MetadataTitle ()
      /MetricPageSize [
        0
        0
      ]
      /MetricUnit /inch
      /MobileCompatible 0
      /Namespace [
        (Adobe)
        (GoLive)
        (8.0)
      ]
      /OpenZoomToHTMLFontSize false
      /PageOrientation /Portrait
      /RemoveBackground false
      /ShrinkContent true
      /TreatColorsAs /MainMonitorColors
      /UseEmbeddedProfiles false
      /UseHTMLTitleAsMetadata true
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /BleedOffset [
        0
        0
        0
        0
      ]
      /ConvertColors /ConvertToRGB
      /DestinationProfileName (sRGB IEC61966-2.1)
      /DestinationProfileSelector /UseName
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements true
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles true
      /MarksOffset 0
      /MarksWeight 0.283460
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PageMarksFile /JapaneseWithCircle
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /UseDocumentProfile
      /UntaggedRGBHandling /LeaveUntagged
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [600 600]
  /PageSize [595.276 841.890]
>> setpagedevice


